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１ 

は じ め に  

 

 流 山 市 は 、 江 戸 川 や 利 根 運 河 を 利 用 し た 水 運 で 栄 え た 歴 史 を も

ち 、現 在 も 緑 豊 か な 自 然 と 首 都 圏 へ の ア ク セ ス の 良 さ が 、「住 み た

い ま ち 」 と し て 多 世 代 に 支 持 さ れ て い る 。  

流 山 市 内 の 市 民 活 動 は 、 急 速 な 都 市 化 と 新 た に 移 り 住 む 市 民 の 多

様 な ニ ー ズ に よ り 、 平 成 １ ７ 年 度 「 パ ー ト ナ ー シ ッ プ の 実 現 に 向

け て  市 民 と 行 政 の 協 働 ま ち づ く り の た め の 指 針 」 制 定 当 時 に 比

べ て 、 大 き く 変 容 し て い る 。 自 由 闊 達 な 活 動 形 態 と 広 範 な テ ー マ

や 高 い 専 門 性 を 持 っ て 、 そ の 活 動 は 多 世 代 に 広 が り 成 長 し て き て

い る の だ 。 こ の 状 況 を 踏 ま え る と 、 こ れ か ら の 市 民 活 動 の 支 援 策

は 、 持 続 可 能 な 活 動 に 取 り 組 め る 組 織 や 団 体 の 成 長 を 促 す 具 体 的

な 策 で あ ろ う 。  

流 山 市 協 働 ま ち づ く り 提 案 調 整 会 議 は 、 流 山 市 民 の 自 主 的 な 参 加

と 、 人 々 の 暮 ら し に 寄 り 添 う あ ら ゆ る 分 野 の 自 発 的 な 活 動 を 尊 重

し 、 よ り 効 果 的 な 市 民 と 行 政 と の 協 働 の ま ち づ く り を 目 指 し 、 市

民 活 動 団 体 が 活 発 に 生 ま れ 、 育 ち 、 成 熟 し た 組 織 に 成 長 し て い く

た め の 継 続 し た 支 援 の 土 壌 を 作 る べ く 、 支 援 や 制 度 の 在 り 方 に つ

い て 検 討 し 提 言 を 行 う 。  
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１ ．市民活動の社会的背景  

（ １ ） 全 国 の Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 数 の 動 向  

 平 成 ７ 年 に 発 生 し た 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 以 降 、 様 々 な 社 会 貢 献 活

動 に 取 り 組 む ボ ラ ン テ ィ ア を 始 め と し た 民 間 の 非 営 利 団 体 の 活 動

（ 以 下 、「 市 民 活 動 」 と い う 。） の 活 性 化 に 伴 い 、 平 成 １ ０ 年 １ ２

月 に 特 定 非 営 利 活 動 促 進 法（ 以 下 、「 N P O 法 」と い う 。）が 施 行 さ

れ た 。 Ｎ Ｐ Ｏ 法 は 、 福 祉 、 環 境 、 ま ち づ く り な ど の さ ま ざ ま な 分

野 の 社 会 貢 献 活 動 を 行 う 団 体 に 対 し 、 活 動 の 発 展 と 推 進 を 促 進 す

る こ と を 目 的 に 法 人 格 を 付 与 す る 制 度 で 、 そ れ に よ り 契 約 や 事 務

所 の 賃 貸 借 、不 動 産 の 登 記 な ど が 団 体 と し て で き る よ う に な っ た 。 

 こ の Ｎ Ｐ Ｏ 法 の 施 行 以 降 、 平 成 ２ ３ 年 の 制 度 改 正 （ 法 人 認 証 事

務 の 所 管 が 内 閣 府 か ら 地 方 自 治 体 へ と 変 更 。）を 含 む ２ 度 の 改 正 を

経 て 、 法 人 格 を 取 得 す る 団 体 数 は 右 肩 上 が り に 増 え て い る 。  

 し か し 、 近 年 で は 多 様 化 す る 地 域 課 題 と 各 地 方 自 治 体 に 対 す る

住 民 ニ ー ズ の 複 雑 化 に 伴 い 、 法 人 格 を 持 た な い 任 意 団 体 も 含 め そ

の 社 会 貢 献 活 動 の 重 要 性 が 再 認 識 さ れ て き て い る 一 方 で 、N P O 法

施 行 か ら ２ ０ 年 以 上 が 経 過 し 、 Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 数 も 飽 和 状 態 と な り 法

人 間 で の 競 争 も あ る な か 、 解 散 に 至 る 団 体 も 多 く 、 法 人 認 証 団 体

数 の 増 加 数 も 一 時 期 と 比 較 し 緩 や か と な り 、 平 成 ３ ０ 年 度 は 初 め

て 前 年 の 認 証 数 か ら の 減 少 を 見 せ て い る 。  

 法 人 格 を 持 た な い 任 意 の 団 体 も 数 多 く 存 在 す る 中 で 、 法 人 格 の

認 証 団 体 数 の 減 少 を 以 て 市 民 活 動 の 現 状 を 全 て 把 握 す る こ と が で

き る と は 言 え な い が 、 地 域 を 支 え る 市 民 活 動 の 担 い 手 の 現 状 を 再

認 識 す る こ と で 、 ど の よ う な 支 援 が 必 要 な の か 、 支 援 の 在 り 方 に

つ い て 今 一 度 検 討 す る こ と が 必 要 な 段 階 に き て い る と 言 え る 。  

（ 図 表 １ ）



３ 

（ ２ ） Ｎ Ｐ Ｏ 法 制 度 の 見 直 し   

平 成 ２ ４ 年 、改 正 N P O 法 が 施 行 さ れ 、そ れ に 伴 い 、認 定 特 定 非

営 利 活 動 法 人 （ 以 下 、 認 定 Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 ） 制 度 も 改 正 さ れ た 。  

認 定 Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 と は 、 法 人 の 認 証 を 受 け た Ｎ Ｐ Ｏ の う ち 、 よ り 広

く 一 般 か ら 支 持 を 受 け て い る か 、 事 業 や 組 織 運 営 、 情 報 公 開 が 適

切 に 行 わ れ て い る か 等 の 観 点 か ら 、 よ り 客 観 的 な 基 準 に お い て 高

い 公 益 性 が 認 め ら れ る 場 合 に 、 活 動 に 対 し 寄 付 を 受 け た 際 に 税 制

上 の 優 遇 が 受 け ら れ る 団 体 の こ と で 、 寄 付 し た 側 に も 税 控 除 等 の

メ リ ッ ト が あ る 。 都 道 府 県 ・ 指 定 都 市 が 所 轄 庁 と し て 、 認 定 事 務

を 行 い 、加 え て 、「仮 認 定 制 度 」が 創 設 さ れ 、認 定 Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 に な

る た め の 道 が 広 が っ た 。 こ の 制 度 改 正 に よ り 、 よ り 多 様 な ニ ー ズ

に 対 応 す る 社 会 貢 献 活 動 が 発 展 し て い く こ と が 期 待 さ れ て い る 。  

 認 定 Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 数 に つ い て は 、 平 成 ２ ３ 年 の Ｎ Ｐ Ｏ 法 の 改 正 に

よ り 急 速 に 増 加 し て お り 、今 後 も 増 加 し て い く こ と が 見 込 ま れ る 。 

 （ 図 表 ２ ）  

 

（ ３ ） 千 葉 県 の Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 数  

 千 葉 県 に お け る Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 数 に つ い て は 、 Ｎ Ｐ Ｏ 法 の 施 行 以 降

飛 躍 的 に 増 加 し 、 平 成 ３ ０ 年 度 末 で 約 ２ ， ０ ０ ０ 団 体 （ 千 葉 市 の

認 証 団 体 を 含 む 。）が 法 人 認 証 を 受 け て お り 、全 国 で ８ 番 目 に 多 い

都 道 府 県 で あ る が 、 一 方 で 、 解 散 数 で は 東 京 、 大 阪 、 神 奈 川 に 次

い で ４ 番 目 に 多 い 都 道 府 県 で あ り 、 平 成 ３ ０ 年 度 末 時 点 で 初 め て

前 年 度 の 認 証 団 体 数 を 下 回 っ た 。

認 定 N P O 法 人 数  
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２ ．流山市の市民活動の現状  

（ １ ） 流 山 市 の 市 民 活 動 の 現 状  

 流 山 市 の 市 民 活 動 支 援 策 は 、平 成 1 7 年 5 月 、「 な が れ や ま 2 1 パ

ー ト ナ ー シ ッ プ 市 民 会 議 」 か ら パ ー ト ナ ー シ ッ プ の た め の 『 提 言

書 』 が 提 出 さ れ た こ と に 始 ま る 。   

 市 は 『 提 言 書 』 の 内 容 を 尊 重 し 、「 協 働 」（ パ ー ト ナ ー シ ッ プ ）

の 考 え 方 を 軸 と し た 、『市 民 と 行 政 の 協 働 ま ち づ く り の た め の 指 針 』

を 策 定 し た 。  

 「 市 民 、 事 業 者 、 行 政 と い う 異 な る 3 つ の 部 門 が 、 そ れ ぞ れ の

特 性 と 立 場 を お 互 い に 尊 重 し 、 共 有 す る ま ち の 将 来 像 の 実 現 に 向

け て 、 連 携 協 力 す る こ と で 、 単 独 で は 得 ら れ な か っ た 相 乗 効 果 の

高 い 協 働 ま ち づ く り を 実 現 し て い く 」 と し て お り 、 流 山 の ま ち づ

く り に 市 民 の 力 を 活 か す た め の 基 本 姿 勢 と な っ た 。  

こ の 指 針 を も と に 、市 民 と 行 政 の 協 働 の 実 現 を 支 援 す る 場 と し て 、

平 成 １ ８ 年 ４ 月 に 地 域 課 題 の 解 決 や 地 域 の 活 性 化 等 、 公 益 的 な 活

動 を 行 う 市 民 活 動 団 体 の 活 性 化 に 向 け た 支 援 の た め の 中 間 支 援 施

設 と し て 市 民 活 動 推 進 セ ン タ ー（ 以 下 、「推 進 セ ン タ ー 」と い う 。）

が 設 立 さ れ た 。（ 資 料 １ ）  

以 降 、 推 進 セ ン タ ー の 利 用 登 録 団 体 数 は 年 々 増 え 続 け 、 令 和 元

年 １ ０ 月 末 時 点 で １ ９ １ 団 体 で あ り 、ま た 、市 内 の N P O 法 人 数 は

５ ７ 団 体 （ 認 定 N P O 法 人 は ２ 団 体 ） と な っ て い る 。  

 推 進 セ ン タ ー へ の 登 録 の 条 件 と し て は 活 動 の 内 容 に 公 益 性 が 認

め ら れ る 団 体 と し て お り 、 趣 味 を 深 め る こ と が 目 的 の サ ー ク ル 的

な 団 体 の 登 録 は 認 め て い な い た め 、 そ う い っ た 団 体 を 含 め る と さ

ら に 多 く の 団 体 が 市 内 で 活 動 し て い る 。  

 登 録 団 体 の 活 動 分 野 と し て は 、「 福 祉・健 康 」が 多 く 、次 い で「 学

術 ・ 文 化 ・ 芸 術 」 が 多 い 状 況 で あ る 。 ま た 、 流 山 市 が 子 育 て 支 援

や 教 育 環 境 の 充 実 に 力 を 入 れ た 結 果 、 子 育 て 世 代 の 市 民 が 増 え た

こ と も 影 響 し 、 近 年 で は 「 子 育 て 支 援 」 や 「 子 ど も の 健 全 育 成 」

に 取 り 組 む 団 体 が 増 え て い る 傾 向 に あ る 。  

 し か し 、 若 年 層 の 流 入 が 多 い 流 山 市 に お い て も 、 市 民 活 動 の 担

い 手 の 減 少 と 高 齢 化 に 伴 い 、 団 体 の 活 動 の 継 続 と 事 業 の 継 承 が 困



 

５ 

難 に な り 、 休 止 や 解 散 を 余 儀 な く さ れ る 団 体 も 少 な く な く 、 若 年

層 の 市 民 活 動 へ の 参 加 の 促 進 と 市 内 の 活 動 団 体 の 活 性 化 は 大 き な

課 題 と な っ て い る 。  

 

（ ２ ） 市 民 活 動 団 体 へ の 補 助 制 度 と 活 用 団 体 数  

流 山 市 で は 平 成 １ ８ 年 度 か ら 公 益 的 な 活 動 を 実 施 し て い る 市 民 活

動 団 体 に 対 し 、「流 山 市 民 活 動 団 体 公 益 事 業 補 助 金 」の 交 付 に よ り 、

公 益 的 な 事 業 の 実 施 に よ る 地 域 課 題 の 解 決 の た め 、 財 政 的 支 援 を

す る こ と で 市 民 活 動 の 活 性 化 を 図 っ て い る 。（ 資 料 ２ ）  

令 和 元 年 度 ま で の 補 助 金 認 定 事 業 は 延 べ １ ０ ７ 事 業 に 上 り 、 十 数

年 に わ た る 運 用 の 中 で 広 く 市 民 に 浸 透 し て い る 制 度 と な っ て い る

が 、 近 年 で は 認 定 事 業 数 が 減 少 傾 向 に あ る 。（ 図 表 ３ ）  

 （ 図 表 ３ ）  

し か し 、 流 山 市 内 で 活 動 す る 団 体 の 推 進 セ ン タ ー へ の 新 規 登 録

件 数 は 前 述 し た と お り 増 加 傾 向 に あ り 、 直 近 の 推 移 を 比 較 す る と

図 表 ４ の と お り で あ る 。  



 

６ 

（ 図 表 ４ ）   

上 記 の 比 較 か ら 分 か る と お り 、 推 進 セ ン タ ー に 新 た に 登 録 し た

団 体 数 の 増 加 の 推 移 に 反 し 補 助 金 活 用 団 体 数 は 減 少 傾 向 に あ る 。  

（ ３ ） 課 題 と 考 察   

平 成 ３ ０ 年 ７ 月 に 実 施 さ れ た 「 市 民 活 動 団 体 ア ン ケ ー ト 結 果 報

告 」よ り 、流 山 の 市 民 活 動 は 、「 活 動 分 野 」と「 活 動 の 収 入 源 」に

大 き な 特 徴 が あ る こ と が 読 み 取 れ る 。 こ れ ま で の 市 民 活 動 の 実 態

調 査（ 内 閣 府 ）や 千 葉 県 調 査 で は 、活 動 分 野 は 、「保 健・医 療・福

祉 」 分 野 が 全 体 の ４ ０ ％ 近 く を 占 め て 抜 き ん で て い る が 、 流 山 市

で は 、「子 ど も の 健 全 育 成 」「 文 化・芸 術・ス ポ ー ツ の 振 興 」「保 健・

医 療 ・ 福 祉 」「 社 会 教 育 」「 ま ち づ く り 」 と い っ た 分 野 に ６ ～ ８ ％

で 分 散 し て い る 。 こ れ よ り 、 首 都 圏 の ベ ッ ト タ ウ ン 化 に よ る 急 速

な 人 口 増 加 、 と り わ け 子 育 て 世 代 の 流 入 を 背 景 に 、 そ れ ぞ れ に 関

心 の あ る 活 動 テ ー マ を 持 つ 任 意 の 市 民 活 動 団 体 の 層 が あ る こ と が

想 定 で き る 。 ま た 、 ４ ０ ％ の 団 体 が 収 入 源 を 「 会 費 収 入 」 と 「 個

人 負 担 」に 頼 っ て い る 。「 自 主 事 業 」や「 委 託 事 業 」な ど 対 価 性 の

あ る 事 業 収 入 や 「 寄 付 金 」、「 補 助 金 」 な ど の 多 様 な 収 入 源 を 持 つ

段 階 に 至 っ て い な い よ う だ 。「 事 業 を 担 う 力 の 不 足（ 組 織 力 、ノ ウ

ハ ウ ）」 を 課 題 と 感 じ て い る 団 体 も ３ ０ ％ を 超 え る 。  

一 方 で 、 協 働 の ま ち づ く り に 対 し て は 、 ７ ５ パ ー セ ン ト 以 上 の 団

体 が 「 積 極 的 に 、 ま た は 内 容 に よ っ て 取 り 組 み た い 」 と 答 え 、 行

政 と 共 に ま ち づ く り 取 り 組 む 意 識 の 高 さ が 窺 え る 。  

以 上 の こ と か ら 、 こ れ か ら 新 た に 活 動 を 立 ち 上 げ た り 、 行 政 と 協

働 し て 活 動 の 幅 を 広 げ て い こ う と し た り し て い る 団 体 は 多 く 存 在

 推進センター新規登録団体数 補 助 金 活 用 団 体 数  

平 成 ２ ７ 年 度  ６ 団 体  ４ 団 体  

平 成 ２ ８ 年 度  ６ 団 体  ４ 団 体  

平 成 ２ ９ 年 度  ９ 団 体  ８ 団 体  

平 成 ３ ０ 年 度  ８ 団 体  ５ 団 体  

平 成 ３ １ 年 4 月 ～  

令 和 元 年 １ ０ 月  
１ １ 団 体  ４ 団 体  
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し て い る で あ ろ う 。 そ の よ う な 団 体 を い か に 拾 い 上 げ て 、 補 助 金

の 活 用 を 促 し な が ら 活 動 を 活 性 化 さ せ て い く か が 課 題 と な っ て い

る 。  

し か し 、 平 成 １ ８ 年 度 の 制 度 運 用 開 始 以 降 大 幅 な 制 度 内 容 の 見 直

し は 行 っ て お ら ず 、 前 述 し た 社 会 情 勢 の 変 化 も 相 ま っ て 制 度 を 活

用 す る 団 体 も 減 少 傾 向 に あ る 中 で 、 流 山 市 の 実 情 に 即 し た 制 度 の

構 築 が 市 民 活 動 団 体 側 か ら も 求 め ら れ て い る と こ ろ で あ る 。  

 そ の た め に は 、 こ の よ う な 新 規 の 団 体 や 活 動 の 幅 を 広 げ て い こ

う と し て い る 団 体 が な ぜ 制 度 の 活 用 ま で 至 ら な い の か の 理 由 と 、

既 存 の 団 体 も 含 め て 、 制 度 を ど の よ う に 評 価 、 認 識 し て い る か を

把 握 し 、 必 要 に 応 じ 制 度 を 改 善 し て い く 必 要 が あ る 。  

 ま た 、 将 来 的 な 方 向 性 と し て 、 事 業 の 活 性 化 や 運 営 の 透 明 性 の

確 保 な ど 社 会 的 信 用 の 担 保 や 活 動 に 対 す る リ ス ク 管 理 が 適 切 に な

さ れ 、 業 務 委 託 や 協 働 事 業 を 請 け 負 う こ と が で き る よ う な 社 会 的

信 用 度 の 高 い 団 体 を さ ら に 増 や し て い く た め に も 、 法 人 格 の 取 得

や 、 さ ら に 認 定 N P O 法 人 と な る た め の 支 援 体 制 を 整 え る こ と も

必 要 で あ る と い え る 。
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３ ．現行補助金制度の特徴と課題  

 前 述 の 必 要 性 を 受 け 、 市 内 で 活 動 す る 団 体 に 対 し 実 施 さ れ た 補

助 金 制 度 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 の 結 果 か ら は 、「 補 助 金 を 立 ち 上

げ の 資 金 や 活 動 の 土 台 作 り に 活 用 で き た 」、 ま た 、「 担 当 部 署 と の

連 携 が 進 ん だ 」「広 報 へ の 掲 載 や 市 の 後 援 を 得 て 信 頼 性 が 高 ま っ た 」

と 評 価 す る 意 見 が 出 た 。 一 方 で 、「 使 い づ ら い 」「 負 担 感 が あ る 」

と い っ た 意 見 も 多 か っ た 。ま た 、「少 額 補 助 や そ の 手 続 き の 簡 便 化 」

「 質 の 良 い 的 確 な ア ド バ イ ス が 受 け ら れ る 体 制 」「使 い 道 を 具 体 的

に 指 定 し た 補 助 （ 人 件 費 ・ 交 通 費 の 補 助 、 機 材 購 入 補 助 、 事 務 所

設 置 の 補 助 な ど ）」な ど 補 助 金 を 効 果 的 に 活 用 す る た め の 要 望 も 多

く 出 た 。 そ れ ら の 意 見 か ら 、 以 下 の ３ 点 に 現 行 制 度 の 課 題 を 整 理

し た 。  

（ １ ） 対 象 団 体  

 本 制 度 は 、 新 規 に 設 立 し た 団 体 か ら 長 く 活 動 し て い る 団 体 ま で

す べ て の 団 体 を １ つ の 制 度 の 対 象 と し て い る た め 、 新 規 の 団 体 は

補 助 金 額 算 定 や 審 査 項 目 ・ 方 法 に つ い て 難 し さ ・ 厳 し さ を 感 じ 、

手 を 挙 げ づ ら い 状 況 と な っ て い る 。  

さ ら に 、 審 査 項 目 で は 、 団 体 の 実 績 や 事 業 の 継 続 性 が 問 わ れ て

い る こ と 。 ま た 、 審 査 方 法 と し て 、 新 規 の 団 体 と 経 験 の あ る 団 体

で は 活 動 の 内 容 に 差 が あ る の に も 関 わ ら ず 、 公 開 の 場 に お い て 横

並 び に 審 査 会 や 報 告 会 に 臨 む こ と 等 に 対 し 、 抵 抗 を 感 じ る 団 体 も

少 な く な い 。  

（ ２ ） 活 用 過 程 に お け る 諸 手 続 き （ 資 料 ３ ）  

 「 認 定 ～ 事 業 開 始 ～ 報 告 」 の １ 年 間 の 活 動 の 中 で 、 そ の 都 度 公

開 審 査 会 、 中 間 報 告 会 、 事 業 報 告 会 の ３ 回 、 公 開 の 場 が 設 け ら れ

て い る が 、 そ の た め の 準 備 や 書 類 の 作 成 が 団 体 に と っ て 負 担 に な

っ て い る 。  

（ ３ ） 対 象 経 費 （ 資 料 ４ ）  

 本 制 度 で は 、 申 請 団 体 の 人 件 費 を 含 め た 会 員 に 係 る 経 費 は 全 て

対 象 外 と し て い る が 、 実 際 に は 申 請 事 業 の 実 施 に 伴 っ て 生 じ る 負

担 が 多 い 。 事 業 の た め に 必 要 な 経 費 で あ る に も か か わ ら ず 、 交 通

費 等 が 認 め ら れ な い た め に 全 て が 団 体 負 担 と な り 、 補 助 金 を 受 け
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て い る に も か か わ ら ず 、 そ の 分 の 経 費 が 対 象 経 費 と し て 計 上 で き

ず 重 い 負 担 と な っ て い る こ と に 対 す る 団 体 側 の 不 満 が あ る 。
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４ ．今後の対応・提案  

 ３ 点 の 課 題 へ の 改 善 策 を 、 以 下 の と お り 提 案 す る 。  

 な お 、 検 討 に あ た っ て は 近 隣 他 市 の 制 度 も 参 考 に さ せ て い た だ

い た 。（ 資 料 ５ ）  

（ １ ） 成 長 段 階 に 応 じ た 支 援 の 在 り 方 の 整 備  

 従 来 の よ う に 一 つ の 制 度 で 全 て の 団 体 を 支 援 す る の で は な く 、

団 体 の 成 長 段 階 に 応 じ 、 以 下 の よ う に 制 度 を そ れ ぞ れ 整 備 し 、 審

査 項 目 や 制 度 内 容 を 明 確 に 分 け 、 新 規 設 立 団 体 で あ っ て も 積 極 的

に 活 用 で き る よ う な 制 度 と す る 。  

 ア  初 期 段 階 へ の 支 援  

  ・ 対   象 ： 設 立 間 も な い 団 体 が 実 施 す る 公 益 的 な 事 業  

  ・ 補 助 金 額 ： 対 象 経 費 の ９ 割 、 上 限 １ ０ 万 円  

・ メ リ ッ ト ： 活 動 実 績 が 乏 し く 、 ま た 事 業 の 実 施 や 継 続 化 に

関 し 財 政 的 に 課 題 の あ る 団 体 で あ っ て も 、 公 益

性 が 認 め ら れ る こ と で 財 政 的 支 援 を 受 け ら れ 、

事 業 の 実 現 と 活 性 化 を 図 る こ と が で き る 。  

 イ  充 実 段 階 へ の 支 援  

  ・ 対   象 ： 既 に 上 記 補 助 を 受 け た 実 績 の あ る 事 業 。  

        活 動 実 績 の あ る 団 体 ま た は 法 人 格 を 取 得 し て い

る 若 し く は し よ う と し て い る 団 体 が 実 施 す る 公

益 的 な 事 業  

  ・ 補 助 金 額 ： 対 象 経 費 の ８ 割 、 上 限 １ ０ ０ 万 円  

  ・ メ リ ッ ト ： 初 期 段 階 の 支 援 に 比 べ 、 よ り 多 く の 財 政 的 支 援

を 受 け る こ と が で き 、 事 業 の さ ら な る ス テ ッ プ

ア ッ プ を 図 る こ と が で き る 。  

        行 政 の 支 援 担 当 課 と 連 携 し 、 支 援 を 受 け る こ と

で 、 団 体 の み で 対 応 し き れ な い 問 題 に 対 し て 、

行 政 の 協 力 を 得 な が ら 取 り 組 む こ と が で き る 。  

        補 助 金 の 活 用 を 通 じ 、 支 援 担 当 課 と 協 力 体 制 を

築 く こ と で 実 績 を 積 み 上 げ 、 協 働 事 業 の 提 案 が

で き る よ う 力 を つ け る こ と が で き る 。
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（ ２ ） 活 用 過 程 に お け る 諸 手 続 き の 見 直 し  

 ア  申 請 書 類 に つ い て  

   初 期 段 階 へ の 支 援 と 充 実 段 階 へ の 支 援 で そ れ ぞ れ 申 請 書 を

分 け る 。 ま た 、 初 期 段 階 へ の 支 援 の 申 請 書 類 に つ い て は 、 よ

り 簡 便 な も の と す る 。 充 実 段 階 へ の 支 援 の 申 請 書 類 に つ い て

は 現 状 と 同 一 の 書 類 と す る 。  

 イ  審 査 ・ 報 告 会 に つ い て  

   審 査 ・ 報 告 に 係 る 団 体 の 負 担 軽 減 の 観 点 か ら 、 以 下 の と お

り と す る 。（ 図 表 ５ ）  

（ 図 表 ５ ）  

 申 請 団 体 の 作 業  

審 査  中 間 報 告  実 績 報 告  

初 期 段 階  

   へ の 支 援  
書 類 審 査 の み  

報 告 会 は 無 し  

（ 書 類 報 告 ）  

書 類 報 告 の み  

充 実 段 階  

   へ の 支 援  

公 開 審 査 会 へ の

出 席 （ プ レ ゼ ン

実 施 ）  

報 告 書 ・ 報 告 会  

（ 報 告 形 式 は  

任 意 ）  

  ・ 中 間 報 告 会 の 実 施 は 負 担 軽 減 の た め 廃 止 す る 。  

  ・ 初 期 段 階 へ の 支 援 に つ い て は 金 額 も 少 額 で あ る こ と か ら 、

審 査 及 び 報 告 は 書 類 の み で 行 う 。  

（ ３ ） 対 象 経 費 の 見 直 し （ 資 料 ４ ）  

 現 状 で は 、 事 業 実 施 団 体 や 会 員 個 人 が 、 助 成 事 業 を 実 施 す る た

め に 負 担 す る 直 接 的 な 経 費（ 例：実 施 現 場 ま で の 交 通 費 等 ）、は「 団

体 の 運 営 に か か わ る 経 費 」 と し て 、 補 助 金 の 対 象 経 費 と し て 認 め

て い な い 。 し か し 、 実 際 に は 課 題 で 取 り 上 げ た よ う に 、 公 益 事 業

の 実 施 に 伴 っ て 生 じ る 実 質 的 な 経 費 を 認 め て い な い た め に 団 体 が

負 担 を 強 い ら れ て い る 面 が あ る 。 こ の こ と か ら 、 対 象 と な ら な い

経 費 の 基 準 に つ い て 具 体 的 な 項 目 を 挙 げ て 、 例 え ば 、 ア ン ケ ー ト

か ら 出 た 要 望 「 使 い 道 を 具 体 的 に 指 定 し た 補 助 （ 例 ： ボ ラ ン テ ィ

ア 活 動 費 の 補 助 、拠 点 整 備 の 補 助 等 ）」を 再 考 し 、団 体 の 費 用 負 担

を 軽 減 す る よ う に 努 め る べ き で あ る 。  
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（ ４ ） 補 助 金 制 度 を 支 え る 行 政 の 在 り 方  

ア ン ケ ー ト の 記 述 か ら 、 ① 補 助 金 対 象 期 間 終 了 後 も 継 続 で き る

よ う な フ ォ ロ ー 体 制 の 構 築 ② 担 当 部 署 の 市 民 活 動 へ の 理 解 、 共 感

の 浸 透 ③ 審 査 会 の 構 成 や 評 価 方 法 の 見 直 し な ど が 課 題 と し て 抽 出

さ れ た 。 こ れ ら の 課 題 に 対 し て は 、 補 助 金 制 度 を 再 整 備 す る だ け

で な く 、 市 民 活 動 団 体 へ の 具 体 的 な 支 援 策 と し て 、 行 政 （ 流 山 市

コ ミ ュ ニ テ ィ 課 ） と 市 民 活 動 団 体 と の 橋 渡 し 役 と な る べ き 推 進 セ

ン タ ー の 機 能 の 強 化 が 必 須 で あ る 。 団 体 の 成 長 を 支 援 し て い く 過

程 で は 、 初 期 段 階 に お い て は 団 体 の 立 ち 上 げ や 各 種 制 度 の 申 請 方

法 等 基 本 的 な 事 項 の 指 導 で あ る の に 対 し 、 充 実 段 階 に お い て は 法

人 格 の 取 得 や 、 行 政 に お け る 事 業 担 当 課 と の 連 携 な ど で あ り 、 行

政 と 推 進 セ ン タ ー そ れ ぞ れ の 関 わ り 度 合 い や 役 割 は 段 階 に 応 じ て

変 化 し て い く も の と 考 え ら れ る （ 図 表 ６ 参 照 ）。  

こ の た め 、 ど の 段 階 に お い て も 必 要 な 支 援 が で き る よ う 、 人 材

の 配 置 や 予 算 の 措 置 が 適 切 に な さ れ 、 そ の 上 で 行 政 と 推 進 セ ン タ

ー が 綿 密 に 連 携 を と り 、 情 報 を 共 有 し た 上 で 、 全 体 の 制 度 設 計 に

か か る と 共 に 、 継 続 的 な 支 援 体 制 の 構 築 に 努 め る べ き で あ る 。  

ま た 、 市 職 員 に 対 し て 、 協 働 の 在 り 方 や 市 民 活 動 へ の 理 解 を 深

め る 機 会 や 研 修 を 行 う こ と が 重 要 で あ る 。  

提 案 調 整 会 議 の 構 成 に 関 し て は 、 流 山 の 流 動 的 か つ 闊 達 な 地 域

の 状 況 を 踏 ま え 、 年 代 ・ 男 女 比 ・ 経 験 値 な ど に 偏 り の な い 、 ユ ニ

バ ー サ ル な デ ザ イ ン が 必 要 で あ ろ う 。  

（ 図 表 ６ ）  

 



 

１３ 

５ ．まとめ  

 流 山 市 の 掲 げ る 「 協 働 ま ち づ く り の 実 現 」 を 共 に 担 う 団 体 を 増

や し 、 市 民 の 知 恵 と 力 が 活 き る ま ち を 目 指 し て 、 以 下 の と お り 提

言 す る 。  

 

（ １ ） 現 制 度 を 団 体 の 成 長 段 階 に 応 じ た 支 援 制 度 に 再 構 築 す る 。  

 ア  初 期 段 階 へ の 支 援  

 イ  充 実 段 階 へ の 支 援  

 

（ ２ ）補 助 金 制 度 に お け る 提 出 書 類 及 び 報 告 手 続 の 簡 略 化 を 図 る 。 

 ア  申 請 書 類 の 見 直 し  

イ  中 間 報 告 会 の 廃 止  

 

（ ３ ） 補助金制度における団体が活用できる対象経費の拡大を図る。 

ア  助 成 事 業 を 実 施 す る の に 要 す る 直 接 的 な 経 費 項 目 の 拡 大  

イ  現 行 制 度 で 対 象 外 と な る 経 費 の 見 直 し  

 

（ ４ ） 行政内部における周知徹底と推進センターの機能強化を図る。 

 ア  制 度 運 用 に 関 す る 施 策 の 周 知 徹 底 ・ 研 修 の 充 実  

 イ  行 政 と 推 進 セ ン タ ー と の 連 携 強 化  

 

上 記 の ４ つ の 項 目 を 実 行 に 移 す こ と に よ り 、 現 行 制 度 上 に お い

て 各 団 体 が 負 担 に 感 じ て い る 点 を 改 善 し 、 よ り 現 状 に 即 し た 機 能

的 な 仕 組 み と す る こ と で 、 補 助 金 制 度 の 活 用 の 促 進 に つ な げ 、 今

後 の 流 山 市 に お け る よ り 一 層 の 市 民 活 動 の 活 性 化 に 取 り 組 ま れ る

よ う 提 言 す る 。  

最 後 に 、 こ の 提 言 を 広 く 市 民 に 伝 え 、 関 心 と 学 び が 深 ま る 機 会

を 流 山 市 民 活 動 推 進 セ ン タ ー と 共 に 積 極 的 に 作 り 、 流 山 ら し い 市

民 の 暮 ら し に 沿 う 補 助 金 制 度 の 創 出 を 期 待 す る 。  

  



資料１ 

１４ 

＜流山市民活動推進センター運営要綱＞ 

平成１８年２月１日 

告示第９号 

改正 平成２８年６月１７日告示第７６号 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、流山市民活動推進センター（以下「推進センター」という。）

の運営に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（推進センターの業務） 

第２条 推進センターは、次の業務を行う。 

（１）市民の公益的な活動（以下「市民活動」という。）推進のための資料及び情報

の収集並びに情報の提供に関すること。 

（２）市民活動の推進のため施設及び設備の提供に関すること。 

（３）前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認めること。 

（利用時間） 

第３条 推進センターの利用時間は、午前９時から午後５時までとする。ただし、

市長が特に必要と認めたときは、午後９時まで利用時間を延長することができる。 

（休日） 

第４条 推進センターの休日は、次のとおりとする。ただし、市長が必要と認める

ときは、これを変更し、又は臨時に休日とすることができる。 

（１）毎月第３水曜日 

（２）１月１日から同月３日まで及び１２月２９日から同月３１日まで 

２ 前項第１号の規定にかかわらず、同号に規定する日が国民の祝日に関する法律

（昭和２３年法律第１７８号）第３条に規定する休日に当たるときは、その日後に

おいてその日に最も近い同法に規定する休日でない日を推進センターの休日とする。 

（委任） 

第５条 この要綱に定めるもののほか、推進センターの運営に関し必要な事項は、

市長が別に定める。 

附 則 

この告示は、平成１８年４月１日から施行する。 

附 則（平成２８年６月１７日告示第７６号） 

この告示は、公示の日から施行する



資料２ 

１５ 

＜流山市民活動団体公益事業補助金について（現行）＞ 

〇応募できる団体 

応募できる団体は、事業を行おうとするＮＰＯ法人、または、営利を目的としない

任意の市民活動団体で、次の要件のいずれにも該当する団体。 

（１）１０人以上で構成されている団体 

（２）市 内 に 主 た る 事 務 所 を 有 し 、 主 と し て 市 内 で 事 業 を 行 う 団 体 

（３）事業を継続して遂行でき、適切な会計処理がなされている団体 

   （または、適切な会計処理がなされると認められる団体） 

（４）政治活動、選挙活動、特定の宗教活動を目的としない団体 

（５）活動が公序良俗に反しない団体 

 

〇提案できる事業 

 市民に広く利益をもたらし、市民目線による先駆性や柔軟なアイディアなどの創

意工夫が活かされた事業であり、公益上の必要性が認められる事業。また、次の要

件を満たす事業。 

（１）市内で実施される事業、または、市民に対して実施される事業 

（２）市の財源による他の補助金等の交付を受けていない事業 

（３）事業の計画、事業の効果及び収支計画が明確である事業 

※補助金は、市民活動団体が行う“事業”が対象であり、団体の運営・備品購入等を

補助するものではない。 

※単発イベント及び事業がアウトソーシング（外部委託）ありきの場合は、本補助

金の交付対象とならない。 



資料２ 

１６ 

〇補助金の交付金額、交付回数の限度 

補助金の交付額は、以下の（１）及び（２）のうち、いずれか低い額で予算の範囲

内で交付する。 

（１）補助対象経費の総額の１００分の７０の額。 

（２）補助対象経費の総額から事業の実施に伴って生じる収入(売上金、入場料、協

賛金等）を差し引いた額。 

※補助金の交付額は、１事業につき１００万円を限度額とし、１０円未満を切り捨

てた額。 

※補助金は、単年度ごとの事業費（補助対象経費）に対して交付。 

※複数年度にまたがる同一の事業に対する補助金の交付回数は、原則として最長３

回まで。また、次年度も同一事業を申請する場合は年度ごとの申請に基づく審査に

より決定する。



資料３ 

１７ 

＜補助金活用スケジュール＞ 

認定申請書の提出（第１号様式及び添付書類） 

 

 

  ↓ 

公開プレゼンテーションによる内容審査 

 

↓ 

審査結果の通知（市から通知） 

   

↓ 

交付申請書の提出（認定された場合の本申請） 

   

↓ 

交付決定の通知（市から通知） 

 

  ↓ 

補助金概算交付請求書の提出 

 

  ↓ 

補助金の概算交付 

  ↓ 

 

事業の実施 

 

↓→→→変更承認等申請書の提出 

     ↓ (変更の場合のみ) 

↓    変更承認等決定の通知 

（市から通知） 

↓ 

事業の中間報告       

  ↓           

実績報告書の提出 

   

 ↓ 

交付確定の通知（市から通知） 

  ↓ 

精算書の提出 

  ↓ 

事業の報告（事業の評価） 

 

  

補助金事業認定申請書の提出 

公開審査会 
（提案調整会議） 

認定決定 否決 

補助金交付申請書の提出 

実績報告書の提出 

事業の実施 

精算書の提出 

事業報告会 
（提案調整会議） 

変更承認等申請の提出 
（変更がある場合） 

変更承認等の決定 

前年度１２月～１月ごろ 

当該年度４月上旬ごろ 

５月上旬以降 

４月～３月 

３月または事業終了後 

 

３月中旬ごろ 

交付決定 

中間報告 

補助金概算交付 

精算によって返納手続等あり 

４月中旬以降 

４月中旬以降 

５月上旬頃 

５月下旬の予定 

９月下旬ごろ 

① 

② 

③ 



資料４ 

１８ 

＜補助金対象経費＞ 

対象経費の項目 対象となる例 対象とならない例 

人件費 

事業の開催のために臨時に必要とな

る専門家（相談、指導など）及び会員

以外の人員への賃金 

対象となる経費以外の人件費 

会員の人件費 

報償費 

催し等の講師、専門家、出演者等への

謝礼金 

事業に必要な国家資格等の専門性を

持った専門家への謝礼金 

（上限５万円／回） 

例：大学教授、学識経験者など 

記念品、手土産代等 

本事業にかかる団体代表者・会員等

への謝礼金 

旅費 
講師、専門家、出演者等の会場までの

交通費の実費 

宿泊費、参加者（観覧者等）の交通費 

移動のための車両のガソリン代 

食糧費 
講師等の昼食代等 

（一人当たり上限１千円／回） 

団体構成員の食事代等 

消耗品費 
資料等の用紙代、事業実施に必要不

可欠な材料費 

補助対象事業以外の材料費等 

印刷製本費 
事業に係るチラシ、ポスター、資料等

を作成する印刷代及びコピー代 

補助対象事業以外の印刷製本費 

役務費 

（通信運搬費、保険料） 

事業の資料等を郵送する切手代や宅

配便料 

事業の開催時にかける損害保険料 

補助対象事業以外の資料を郵送する

経費 

事業開催時に参加者等が任意でかけ

る保険料 

委託料 
団体構成員で行えない業務（運送や

会場設営等）を外部に委託した費用 

事業の再委託料 

事務所の管理委託経費 

使用料、賃借料 
事業のための会場等の使用料、事業

実施にあたり必要な機材の借上料 

補助対象事業以外の使用料 

バス等の借上げ料 

備品購入費 

事業実施に必要不可欠な備品購入費

（１万円以上１０万円を上限とす

る） 

補助対象事業以外の備品購入費 



資料５ 

１９ 

柏市 松戸市 鎌ケ谷市 野田市 我孫子市 浦安市 足立区（東京都） 戸田市（埼玉県）

制度名
柏市民公益活動育成補助金

（たまご補助金）
松戸市市民活動助成制度

（スタート助成）
鎌ケ谷市市民活動応援補助金

（単独事業型）
野田市市民活動団体支援補助金

（組織基盤強化支援）
-

自立促進事業補助金
（はじめの一歩）

足立区公益活動
げんき応援事業助成金
（げんき応援コース）

戸田市市民活動サポート補助金
（２（に）っこりコース）

対象
設立から5年未満の団体が、主に

市内で行う活動

・新規事業、又は、既存事業を発
展・拡大する事業
・ステップアップ助成を受けていな
い事業

申請団体が単独で実施する事業
・組織の運営または自立の強化を
図る取り組み
・設立後5年未満の団体

-
・構成員5人以上
・団体の自立をするために財政的
な支援が必要な団体

公益活動の維持・増進及び公益活
動の活性化等を目的とする事業

設立初期や、予算規模が小さい団
体による事業

限度額 1事業20万円以内 1事業10万円以内 1事業３０万円以内 １０万円以内 - １０万円 10万円以内
１年目　２０万円
２年目　１６万円
３年目　１２万円

補助率 ９割 ９割 ８割 ９割 - １０割 -
１年目　９割
２年目　７割
３年目　５割

申請限度
回数

３回 ２回
１回（1回の申請で最長連続３年ま

で補助可能）
最大３年継続

（1年ごとに書類審査有）
- １回のみ

同一年度2事業まで
同一事業3回まで

１０（じゅう）じつコースと併せて３回
まで

報告会
審査会（非公開）、中間報告会（公
開）、成果報告会（公開）のほか、
ポスター展を9月下旬に実施。

公開プレゼン及び審査会による審
査、事業報告会を実施。
8月と2月に進捗・結果のヒアリング
実施。

審査委員のヒアリングによる審査。
審査時のプレゼンのみ。

（2年目以降は書類審査のみ。）
-

書類および個別ヒアリングによる審
査のみ。中間報告書の提出はある
が、報告会等は無し。

書面審査のみ。
ヒアリング、書類および公開プレゼ
ンによる審査、事業報告会（公開）
を実施

その他 人件費は対象外 -

団体の構成員のうち、対象事業に
直接従事する者への賃金は対象
（1人につき時給900円、1日につ
き、1人当たり6,800円を限度。）

- -
団体スタッフ等に対する人件費は
対象外

- -

制度名 柏市民公益活動支援補助金
松戸市市民活動助成制度
（ステップアップ助成）

鎌ケ谷市市民活動応援補助金
（単独事業型）

野田市市民活動団体支援補助金
（事業発展支援）

-
活性化事業補助金
（ステップアップ）

足立区公益活動げんき応援事業
助成金

（ステップアップコース）

戸田市市民活動サポート補助金
（１０（じゅう）じつコース）

対象
市民活動促進基金に登録している

団体
・特に公益性の高い事業
・既存事業を展開・発展させる事業

申請団体が、他の市民活動団体、
自治会、本市と協働により実施する
事業

・事業の発展または組織体制の強
化に対する取り組み
・設立後5年以上の団体

-
・構成員10人以上
・活動期間が1年以上の団体

公益活動の促進及び発展を図るこ
とを通じて、自立と拡充を目的とす
る事業

すでに一定の事業を実施してい
て、運営が軌道に乗っている団体
で、規模を拡大しステップアップを
図る事業

限度額
補助対象経費の同額以下
その団体への応援を希望する寄附
額を考慮し金額を決定

1事業30万円以内 1事業30万円以内 ２０万円以内 予算査定の中で最終的に決定 ５０万円以内

６０万円以内
1年目　10/10
2年目　2/3
3年目　1/2

１年目　１００万円
２年目　　８０万円
３年目　　６０万円

補助率 ー ９割 ８割 ８割 １割から５割まで ８割 -
１年目　９割
２年目　７割
３年目　５割

申請限度
回数

ー ２回
１回（1回の申請で最長連続３年ま

で補助可能）
１団体３回まで（ただし２年間以上
の間隔が必要）※

無
(再申請を妨げない)

３回まで
同一年度1事業のみ

同一事業の場合、継続3回まで
２（に）っこりコースと併せて３回まで

報告会 ー

公開プレゼン及び審査会による審
査、事業報告会を実施。
8月と2月に進捗・結果のヒアリング
実施。

審査委員のヒアリングによる審査。 審査時のプレゼンのみ。
第三者委員の審査により交付の可
否を決定。

公開プレゼンによる審査会、事業
報告会あり。中間は報告書のみ。

書面・ヒアリング審査あり。
ヒアリング、書類および公開プレゼ
ンによる審査、事業報告会（公開）
を実施

その他 ー -

団体の構成員のうち、対象事業に
直接従事する者への賃金は対象
（1人につき時給900円、1日につ
き、1人当たり6,800円を限度。）

-
事務局職員を雇用するためのもの
のみ対象。

団体スタッフ等に対する人件費は
対象外

- -

活
動
支
援
補
助
金

初
期
段
階

充
実
段
階

各市補助金制度状況＜近隣他市の制度概要＞  

 

 


